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1. 3Dスキャンとは
2. 3Dスキャンの活用事例
3. 3Dスキャナの種類と用途
4. 座標変換の基礎

〜3Dスキャンがなぜ必要なのか、測る事が必要なのか〜

3Dスキャンの基礎
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4. 座標変換の基礎
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位置合わせ前の状態

4. 座標変換の基礎

3Dデータの活用は、座標変換（位置合わせ）で決まる！
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ベストフィットによる位置合わせ

データムによる位置合わせ
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4. 座標変換の基礎

座標系の表記は以下のような矢印で表現されます。
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座標変換（位置合わせ）は大きく分けて2つです。

 3-2-1（面-軸-原点）
設計基準値を活用した座標変換手法であり、すべての座標変換の
基礎となる部分である。

 ベストフィット（最小二乗法）
ワークの形状を活用し平均的に座標変換を行う手法であり、
おおよその座標変換を行う際に活用する事が多い。
また、基準（データム）が存在しないワークの座標変換を行う際のは、
部分ベストフィットと言われる手法を活用する場合もある。
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 3-2-1（面-軸-原点）
解説：座標変換すべての元になる基本の「き」です。
以下のように点の数で要素を作成する。
3点：平面 2点：線（軸）1点：点（原点）
変換元の平面と変換先の平面を選択し、その後、線（軸）を選択する。
線（軸）上でワークが線（軸）方向に移動できてしまう為、点（原点）を使って
移動を固定する方式。座標変換のすべての元となる方式である。

活用場面例：
座標変換するのに基準となる突き当て平面（段差平面含む）や
穴位置などがある場合、基準に従って座標変換する場合に活用する。
また、測定座標系を作成する際、ワークを固定する位置を用い、
予め座標を作成しておく事でワークを置き換えても同一座標系で
測定を行う事が可能。
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 ３-２-１イメージ
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 3-2-1（面-軸-原点）
解説：座標変換すべての元になる基本の「き」です。
以下のように点の数で要素を作成する。
3点：平面 2点：線（軸）1点：点（原点）
変換元の平面と変換先の平面を選択し、その後、線（軸）を選択する。
線（軸）上でワークが線（軸）方向に移動できてしまう為、点（原点）を使って
移動を固定する方式。座標変換のすべての元となる方式である。

活用場面例：
座標変換するのに基準となる突き当て平面（段差平面含む）や
穴位置などがある場合、基準に従って座標変換する場合に活用する。
また、測定座標系を作成する際、ワークを固定する位置を用い、
予め座標を作成しておく事でワークを置き換えても同一座標系で
測定を行う事が可能。
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 座標変換（位置合わせ）時の注意点

図1のように、同一平面上の基準位置を活用した位置合わせは、軸を拘束
できているように思えますが、基準平面上に要素がある為、
若干の誤差が発生する事があります。その為、
図2のように、軸方向すべての面上を活用して
座標変換（作成）を行う方が合わせ誤差を
抑える事ができます。いずれにしても、
上記に注意し、位置合わせを行う基準位置を
確認する事が重要です。

面軸点の9箇所の座標値すべて（18座標）を入力する必要はありません。
面も軸も点も拘束させる軸の座標値のみの“6軸” を指定すれば良いです。
例）XY平面を指定する場合は、Z軸座標の3つ

Y方向の軸を指定する場合は、Y軸座標の2つ
点は残りのX座標の1つ
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【図1】

【図2】
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 ベストフィット（最小二乗法）
解説：変換先に対して、変換元の点群データ全体を平均的に位置を合わせます。
平均的に位置を合わせてしまう為、形状誤差が大きい場合、全体的にずれて
合わせてしまう場合があるので注意が必要です。
断面線で比較してみます。青が衝となるデータ、赤がスキャンデータとします。
ベストフィットで位置合わせを行うと、右下図のように位置合わせした結果が、
ずれてしまいます。ベストフィットを行うたびに、座標が変わる事も発生します。
正確な位置合わせが出来ているが不明なので、本手法を行う際は注意が必要です。

活用場面例：詳細に位置合わせする前の位置合わせ
基準が動くまたは無いワーク等

【衝となるデータ】 【スキャンデータ】
【位置合わせ：1】

【位置合わせ：2】

＋ ＝
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 部分ベストフィット（一部を活用した最小二乗法）
解説：前述で紹介したベストフィット（最小二乗法）をワークの一部分にのみ
適用し、部分的に平均的に位置を合わせます。
ベストフィットと違い、指定した一部のみを拘束するので基準が
無いワーク等でも変形等の解析を行う事が可能です。

活用場面例：基準が変形してしまう樹脂部品の位置合わせ
座標基準ではなく、形状基準のワーク

【衝となるデータ】 【スキャンデータ】 【位置合わせ】
＋ ＝【ベストフィット】

【衝となるデータ】 【スキャンデータ】 【位置合わせ】
＋ ＝【部分ベストフィット】 ここだけを活用する

11

4. 座標変換の基礎



Copyright © 一般社団法人 三次元スキャンテクノロジー協会 All Rights Reserved.

①

①

②

②

③

③

 N点合わせ
解説：2つの異なるデータを位置合わせする際に、同じ部位を指定して位置を
合わせる手法です。3点以上で位置を合わせる事ができます。
スキャンデータをCADデータに位置合わせを行う際に、まったく違う座標に
存在している場合はあります。それでは詳細な位置合わせがし辛い等、
大体の位置に合わせる際に活用します。またスキャンデータ通しをつなぎ
合わせる場合（例：ワークの表面と裏面を別々にスキャンしたデータ等）にも
活用します。
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3Dスキャナの測定はすべて三角関数で成り立ちます。
補足
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3Dスキャナの活用：業界別

自動車

重工

造船

航空

建設

印刷

家電

玩具

その他

55％

8
7

6

8

2
6

52

業界割合
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補足
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“測定”と“計測”

測定とは…単に「測る」事を指します。
例：長さ、面積、体積、厚さ、角度、直径、半径…

三次元で測定で行う場合は、ワークから三次元座標値を取得し
寸法を“測る”事です。

計測とは…測った数値を用いて分析や傾向を知ると言う「数値から別のことを
読み取ること」です。
すなわち数値を分析して活きたデータにすることです。

測定しただけでは、起きている現象や傾向を読み取ることはできません。
なぜならここの数値はこうなっていると言うだけだからです。

補足
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※ 使用している写真・イラスト等の著作権は一切有していません。
ご理解の上、取り扱いにはご注意ください。

一般社団法人
三次元スキャンテクノロジー協会
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